











































































































部 、厚さ（下部）の法量を測定し 「縦×下） 、



































































報告された土坑 遺跡 基、陥穴として報告さ6 43
れた土坑 遺跡 基、特に用途・性格が指摘19 177
されていない土坑 遺跡 基である。14 98
A C分析にあたっては、土坑の平面形態を ～
の三形態、断面形態をⅠ～Ⅴの五形態、底部
形態を 、 の二形態に分類し、それぞれの分類a b
組成が貯蔵穴・陥穴・その他の土坑の中で占
める割合を示し、それにより、貯蔵穴・陥穴
・その他の土坑の形態の傾向を導き出した。
結論としては、貯蔵穴とされている土坑で
は 類の割合が少ないこととⅣ類の割合が高いA
こと、 類が多いことが指摘できる。陥穴とさb
